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荷台からの転落、手足の挟まれ事故に注意！

バック時は 降りて確認 乗っても確認

２時間ごとに、１５分休憩！

運転感覚を完全冬型へ

北海道警察

●スピードダウンと早めのブレーキ

●車間距離は夏よりも２倍以上長めに

●急ブレーキ、急ハンドルはスリップのもと

●早めの出発で、時間と気持ちに余裕を

●日陰、橋の上、トンネル出入口は、路面凍結の可能性大

◆スリップ事故 注意◆

峠・橋の上・日陰・トンネルの出入り口

交差点手前、滑って交差点内で衝突！注意

作業車と機械に挟まれ男性死亡

２０１４年１０月２２日（水）７時３２分

２１日午後１時４０分ごろ、山形県の橋で、清掃作業をしていた、会社役員の男性（３９）が鉄製

の集じん機と作業車の間に挟まれているのを同僚が発見し、１１９番通報した。男性は意識不明

の状態で病院に搬送されたが、死亡が確認された。死因は胸部圧迫による窒息死。警察による

と、男性は同僚３人と橋の上で、はがれた塗装や砂を吸い取る作業をしていた。作業車の後方

に置いていた集じん機が台座から倒れ、車との間に挟まれたという。

見通しの悪い交差点、双方の安全確認に怠り

下校中の男児、横断中にはねられ意識不明の重体

警視庁 特別編集 ２０１４年１０月２１日（火） １７時３０分

１７日午後２時４５分ごろ、東京都の市道で、徒歩で横断歩道を渡っていた６歳の男児に対し、交

差進行してきた乗用車が衝突する事故が起きた。男児は意識不明の重体。警察はクルマを運転

していた５３歳の男を現行犯逮捕している。警視庁によると、現場は車線区別の無い幅員約６ｍの

直線区間。横断歩道はあるが、信号機は設置されていない。６歳の男児は下校中で、徒歩で横

断歩道を渡っていたが、左方向から交差進行してきた乗用車にはねられた。現場は見通しが若

干悪い交差点。警察では双方の安全確認に怠りがあったものとみている。

北海道内 高齢者の死亡事故相次ぐ

［ ２０１４／１０／２１ １９：４９ ］

２１日の道内は高齢者の死亡事故が相次ぎました。稚内市では自転車に乗った８９歳の男性が

、砂川市では歩行者の８４歳の男性が、いずれも車にはねられて死亡しました。

稚内市の市道で、午前１１時すぎ、自転車で道路を横断していた、近くに住む男性（８９）

が、軽トラックと出合い頭に衝突し、死亡しました。軽トラックを運転していた８７歳の男は

、「前を見ていなかった」と話しているということです。

また、砂川市の市道では、午前５時半ごろ道路を歩いていた男性（８４）が軽ワゴン車には

ねられて死亡しました。軽ワゴン車を運転していた３７歳の男は、「ぶつかるまで気がつかなか

った」と、話しているということです。

札幌いよいよ初雪？ 路面凍結に注意呼びかけ

（２０１４／１０／２２ ０１：４０ ）

上空に強い寒気が流れ込むため、道内は２２日朝、道東を中心に降雪が予想される。札幌管

区気象台は路面凍結や農作物の管理に注意を呼びかけている。２１日深夜から２２日朝にかけ

て各地で冷え込み、道東やオホーツク海側の山間部の多いところで積雪は５センチとなる見込

み。平野部でも降雪が見込まれ、札幌では２２日明け方に初雪を観測する可能性がある。


